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論文内容の要旨
本論文は，制御システム工学の手法を用いて体温調節系の特性を理論と実験の両面から検討し住宅熱環境調査よ
り熱環境評価法を提案している一連の研究成果をまとめたものであり，論文は次の 4 章から成っている。
第 I 章では，人間の体温調節系の数式モデルを作成している。これを検討することにより，人間の内部温度を一定
に保つためには皮膚血流量のみの操作では限界のあることを明らかにし体温調節系における操作量の使い分けに関
する作業仮設を設け，人間の体温調節系の特性を算出している。そして，性差，年齢差，季節差などに関係する体内
温，皮下脂肪の厚さ，基礎代謝量，体格，着衣量，風速などの変化が，体温調節系の特性におよぼす影響を求めてい
る。
第 E章では，体温調節系の特性の基礎資料を集積するための生理実験を行っている。男子・女子・子供の被験者に
ついて裸体安静時の体温調節系の特性の測定を行い，運動負荷が体温調節系の特性に及ぼす影響，および一様被服，
女子一般服について被服着用の影響を生理実験によって明らかにしている。そして，寒冷暴露に対する年齢差の比較
実験を行い高齢者の体温調節系の特徴を調べている。これらの生理実験でモデルから導いた体温調節系の特性と操作
量の使い分けに関する作業仮説を検証している。
第E章では，人間熱環境系の課題のうち， とくに重要で基本的である住宅熱環境について実態調査を行っている。
住宅熱環境と居住者の生理心理状態の総合的で簡便な調査方法を確立するために，環境体温計，ビニールグローブセッ
トなどを開発して，室内の熱環境，および日常生活中の人の体温，皮膚温，被服下の湿度，脈拍，呼吸数などを簡便
に測定できるようにし申告モニターを開発して温冷感，快適感などを簡単に調査できるようにしている。そして，
高齢者を家族に含む住宅を対象とし北海道から沖縄までの全国規模での住宅熱環境調査を実施している。
第百章では，住宅熱環境調査の測定データから住宅熱環境を評価する方法として，住宅熱環境評価指数: RTEｭ
index を作成している。この指数の物理的意味は外部環境の暑さ寒さを住宅によってどの程度防いだかという防護効
果を表しており，住宅全体と各部屋毎の評価，家族全体と居住者毎の評価ができるようにしている。具体的に，住宅
熱環境の全国調査の冬期の調査対象のなかから，秋田，山梨，横浜の住宅について評価指数を計算し例示している。
円。
論文審査の結果の要旨
本論文は制御システム工学の手法を用いて，人間の体温調節系の特性を総合的に把握するとともに，簡便な熱環境
計測機器を開発し全国規模での住宅熱環境調査から住宅熱環境の評価法を提案しその有効性を実証している。得
られた成果を要約すると次の通りである。
(1)人間の体温調節系の数式モデルを導き，内部温度を一定に保つためには皮膚血流量のみの操作では限界があるこ
とを明らかにし体温調節系における操作量の使い分けに関する作業仮説を設け，人間の体温調節系の特性を導い
ている。
(2) 体内温，皮下脂肪の厚さ，基礎代謝量，体格，着衣量，風速などの変化が体温調節系の特性に及ぼす効果を明ら
かにしている。
(3) 季節毎に多くの被a験者について，生理実験を行い，人間の体温調節系の特性を総合的に把握し，モデルで設定し
た体温調節系における操作量の使い分けに関する作業仮説を検証するとともに，作業別，着衣別，年齢別とくに高
齢者の体温調節機能を明らかにしている。
(4) 体温調節系の特性とりわけ操作量の使い分けに基づいた温熱環境の新しい評価法を提案している。
(5) 環境体温計， ビ、ニールグローブセットなどの計測機器を開発して，住宅熱環境の総合的で簡便な実態調査方法を
確立している。
(6) 全国規模で，高齢者を家族に含む住宅を対象に，住宅熱環境測定，生活行動調査，生理・心理状態調査，生活ア
ンケート調査を実施し高齢者の住む住宅の問題点と改善の必要性を明確にしている。
(7) 住宅が外部熱環境をどの程度防護しているかを評価する住宅熱環境評価指数: RTE-index，またはヒートショッ
クを考慮した RTEs-index を提案し冬期の住宅熱環境実態調査のなかから住宅全体，各室毎，または家族全体，
居住者毎について住宅の熱的性能を評価し比較検討している。
以上のように本論文は居住者と建物の人間一熱環境システムを総合的に把握する有用な知見を得ており，建築環境
工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
